
令和６年度エネルギー管理優良事業者等
中部地方電気使用合理化委員会委員長表彰受賞

　愛知機械工業㈱は､日産自動車の主要企業として､自動車用エンジンとドライブトレインの生産を担当
し､ 多くのお客様にご愛用いただいております。わたしたちは､「環境性能」や「安全性」､「快適性」といっ
たクルマの付加価値向上に貢献すべく、「モノづくり」を半世紀以上に亘って活動し、豊富なノウハウ
と最新技術を活用する事で実現してきました。今後も国内外のお客様からご満足していただける製品の
提供に努めてまいります。

　この度は中部地方電気使用合理化委員会委員長賞という大変名
誉な賞をいただき大変光栄に存じます。当社の省エネルギー活動
の取り組みを、目に見える形で評価していただきありがとうござ
いました。これを励みに、より一層の省エネルギー活動に努めて
まいります。

導入前の課題
空調機器の老朽化

①既設の空調機器の効率が悪い。
②老朽に伴い蒸気ロスが大きい。

導入後の効果
原油換算：122kl 年削減
①高効率の電気式空調機器へ更新。
②動力費削減：5,847千円/年
③CO2削減量：266t-CO2/年

➡

製品紹介

受賞者の声

改善項目 空調機更新による省エネルギー化

愛知機械工業株式会社



　既設の蒸気吸収式冷凍機は設置から約２０年経過し、更新を検討する時期となった。
既存機の導入時はコージェネの排熱ボイラで蒸気を供給していたが、令和２年１月のコージェネ廃止
に伴い、ガスボイラの蒸気（二次エネルギー）を冷凍機に供給し、冷水を生成する運用を行ってきた。
　更新に際しては、運用コストとCO2低減効果を最大化すべく、蒸気式より効率の良い電気式に
更新する計画とした。　　　　　　　

　蒸気式から電気式に更新するにあたり、空冷ヒートポンプとターボ冷凍機を候補に検討した結
果、使用エリアでは暖房は必要で無く冷房専用であること、また、冷房COPが空冷ヒートポンプ
の３～４に対し、ターボ冷凍機は６～７と特に高いことより、ターボ冷凍機を採用した。
　更に、既設のインフラが流用できたため、イニシャルコストも抑えることができた。

改善に要した投資額
（Ａ）

７，２００万円

改善による効果
（Ｂ）

５８５万円／年

償　却　期　間
但し、金利は含まず（Ａ／Ｂ）

１２．３年

蒸気吸収式冷凍機からターボ冷凍機へ更新したことによる、省エネ削減効果は下記になります。
•原油換算：122kl年削減　・CO2：２６６t-CO2/年削減

改善の理由

改善の内容

改善の効果

改善の評価
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改善前 改善後
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（CO₂係数：電気0.379kg-CO₂/kWh　ガス2.29kg-CO₂/㎥）


